
 

団 体 名 ガリレオクラブインターナショナル 

団体の所在地 神戸市中央区 代表者名 浅井 一正 

 

１．事業名 グリーニングレボリューション 新しい風土を創る 

2.実施期間 2013年 4月 1日～2014年 3月 14日 

3.主な実施場所 神戸市 丹波市市島町 宍粟市 三田市 

4.活動形態 実践活動 

 

5.活動内容･結

果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

＜農業体験＞ 

環境保全・農業に関心のある 10代～30代の若者 

一日農業体験 7回のべ 49人   宿泊農業体験 12名 

田植えや稲刈りの他に、平飼い養鶏場を見学したり、鳥の解体も行いました。 

＜講演会＞ 

環境保全・農業に関心のある 10代～60代の幅広い年齢層 

神戸大学名誉教授 保田茂氏講演会 44人 

「日本の豊かな自然を壊す 食料危機問題」 

平飼い養鶏場 戸出善弘氏講演会 38人   

「自然でのびのび育った卵とゲージで育った卵の違いは何？」 

ムクダイ農法実践家 藤井敏男氏講演会 31人 

「スローライフはビジーライフ！ 美しい環境・田舎暮らしの実は・・・」 

 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

＜参加された方の感想＞ 

普段、スーパーで売られている状態しか、知らなかったのですが、例えば、オクラは上に向いて実が

なること、そして、鶏肉は、パックに入れられるまでに、どんな過程があるのか、私たちが鶏肉を食べ

るために、さばいてくれる方がいることに、初めてめて気づかされました。それくらい、自分たちの感

覚がマヒしているのだと危機感を感じました。そして、おいしい食べ物を育んでくれる自然がどれだけ

大切なのか、体を動かして体験することで、実感できました。ぜひ、これからも参加して、勉強し、周り

に伝えたいです。 

 

最初は、友達に誘われて参加しました。農業なんて、汚れるし嫌だなぁと思っていました。でも、自分

が植えた稲が、どんどん成長して、稲穂になった姿を見て、感動しました。今までに感じたことのな

い、達成感でした。また、農家の方のお話を聞くのも、面白かったです。自然と共存して生きていくた

めに努力が必要なこと、里山は人が手を加えないと、荒れてしまうことも知りませんでした。自分にで

きることをしていきたい、と思います。 

 

7.成果物 特にありません 

8.活動写真・  説明 

   

雨の中堆肥入れ               鶏舎見学                 野菜の植え付け 

農業体験・勉強会を通じて環境保全を学ぶ 


